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1. J-POWERとは
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J-POWERは；
企業理念「わたしたちは人々の求めるエネルギーを不断に提供し、日本と世界の
持続的な発展に貢献する」のもと、日本国内での発電・送電事業、海外での発
電事業、コンサルティング事業などを行うグローバル企業。

J-POWERが営む電気事業とは；
（電気の流れ：バリューチェーン）

燃料調達 発電 送変電
配電

（送配電事業者）
小売（小売事業者）

石炭調達
・燃料の安定調
達のための上流
投資
燃料である石炭の
安定調達のため、
豪州の炭鉱子会社
を通じて炭鉱権益
を保有し、長期・安
定的に石炭を調達
しています

・炭鉱プロジェクト
3か所

・2018年度販売
量
2,559万t

発電事業
日本の電力の安定供給を支える J-
POWERグループの電力事業
・国内発電事業
日本全国に発電所を所有・運営し、小売
り電気事業者等に対して、各社との出力・
電気量・料金等を定めた契約に基づき、
電力を供給する発電事業者を主力事業
としています。また一部の電気については卸
電力取引市場に販売しています。

グローバルな事業展開
・海外事業
J-POWERグループは、海外における50年
以上の実績とノウハウを活かして、「海外発
電事業」と「海外コンサルティング事業」に
取り組み、世界における電力安定供給と
持続可能な発展に貢献しています。

送変電事業
日本の電力ネットワークを支え
る基幹インフラ
本州と北海道・四国・九州のそれ
ぞれの地域をつなぐ基幹送電線等
の送電設備と周波数の異なる東
西に本をつなぐ周波数変換所を保
有しています。これらは、日本全体
の電力系統を総合的に運用するう
えで、重要なインフラです。自社で
保有する送・変電設備を通じて電
力の託送事業を、各社との契約に
基づいて行っています。また電力設
備の保護、監視・制御、運用業務
等に使用するため、全国に電力用
通信ネットワークを整備しています。

電力販売
パートナーとの協業による小売事
業への参入
J-POWERグループは、これまでも連
結子会社である㈱J-POWERサプ
ライアンドトレーディングを通じて小売
事業をおこなっていました。鈴与電
力㈱、㈱エナリスへの出資により、販
売方法の多様化を図っています。当
社は、発電事業における市場取引
を通じて得た知見を活かし、最適な
電力調達をサポートする役割を担っ
ています。
また、分散化により産出される新

たな事業領域を成長の機会とするこ
とを目的として、2019年3月には㈱
VPP Japanへの出資を実施してい
ます。
これらの出資会社を通じてVPP事

業への取組んでいます。

その他の事業
環境関連事業への取組み
下水汚泥や未利用林地残材を利用
したバイオマス燃料の製造や廃棄物発
電、熱電供給システム（コジェネレー
ション）など多角的な事業に取組んで
います。

新事業創出のための取組み
スタートアップ企業への出資
今後さらなる事業環境や産業構造の
変化を見据え、変化を成長の機会と
するためにの新たな取組みとしてスター
トアップ企業とのネットワークの拡大を
行っています。
・Plug and Play社とのパートナーシッ
プ契約締結
・Green Earth Institute㈱へ出資
・Coral Capital Ⅱ, L.Pの出資
・WOTA㈱への出資 など

その他事業・新事業

J-POWER（電源開発）について
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J-POWERグループの事業活動の全体像 (1)発電事業
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日本の主な発電事業者の設備出力（2019年3月）

水力 火力 原子力 その他

万kW

J-POWERグループの主な設備

（2019年5月末現在）

■ 水力発電所 61ヵ所

■ 火力発電所 12ヵ所

▲ 風力発電所 22ヵ所

■ 地熱発電所

▲ 原子力発電所

◆ その他発電設備 2ヵ所

― 送電設備 約 2,400㎞

● 変電・変換設備 9ヵ所

◆ リサイクル・バイオマス事業

■ 研究設備等

※枠線のみは建設中・計画中の設備

1ヵ所
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J-POWER

資源エネルギー庁「電力調査統計」より作成

国内 第6位 の規模

J-POWERグループの事業活動の全体像 (2)国内事業
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J-POWERグループの事業活動の全体像 (3)海外事業
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２．なぜ水素なのか
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世界の一次エネルギー需要予測

世界の資源別一次エネルギー需要量

Source: IEA (2018) World Energy Outlook 2018

74.2%

✓ 化石資源利用の低・脱CO2化に向けた取り組みが強く求められる

エネルギーの太宗は2040年
においても化石燃料である。
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化石資源 67%
電力 19%

世界の最終エネルギー消費

世界のエネルギーフロー*1) （2016年） *1) Final energy consumption

Source: IEA Statistics on the WEB

✓ 化石資源は最終エネルギー消費の太宗を占める
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日本・オーストラリアの最終エネルギー消費

日本とオーストラリアのエネルギーフロー*1) （2016年）

化石資源 72%

Source: IEA Statistics on the WEB

化石資源 69%

電力 22%

電力 28%

*1) Final energy consumption

✓ 日本とオーストラリアでも似たようなエネルギー消費構造
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よりクリーンな社会を目指して

“The time is right to tap into hydrogen’s
potential to play a key role in a clean,
secure and affordable energy future.”

Hydrogen will become a solution

Source: IEA (2019) The Future of Hydrogen

化石資源のクリーンな利用が求められている
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水素製造とCO2利用 ”Coal to X”

化石資源

再生可能エネルギー
(太陽光・風力)

H2+

エネルギーソース

水素製造

=水
(H2O)

CO2

回収

貯留(CCS)

利用(CCU)
C
O

2

価値のある財の生産へ

カーボン製品
化学製品
合成燃料 など

国内利用

C

CO2

輸出

+
窒素 (N2) アンモニア (NH3)

カーボン
リサイクル

ゼロエミッションへ
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カーボン利用ダイアグラム (Coal to X)

Captured

CO2/CO

・Algae

・Greenhouse 

Gases

Fuels Food

・Flavors/Fragrances

・Decaffeination

Carbonates
Building 

Products

・Methanol

・Urea

・CO

・Methane

Liquid

Fuel*

Fertilizer

Secondary

Chemicals

・Refrigeration

・Dry ice

・Injected into metal casting

・Added to medical O2 as a respiratory stimulant

・Aerosol can propellant

・Dry ice pellets used for sand blasting

・Red mud carbonation

・Blanket Products

・Protect Carbon Powder

・Shield Gas in Welding

・Fire 

Extinguisher

Geothermal

・EOR

・EGR

・ECBM

Carbonated

Beverages

・Oil

・Gas

Electricity

・Polycarbonate

・Polymers

Chemicals
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Working Fluid

CCSCoal 
(Shifted Syngas)

Hydrogen

Saline aquifer, 
Soils, Sea, Plants 
etc.

Fuels*

*) Carbon Recycle 
Concept required !
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エネルギー別・地域別水素製造コスト

✓ 地域によって、競争力を持つ水素エネルギー源は異なる
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３．経済的に持続可能な水素の製造方法

15



Confidential

EAGLE 酸素吹ガス化炉の特徴

上段バーナ

酸素

石炭

下段バーナ

スラグ

１室２段旋回流型EAGLEガス化炉

H2O
CO2

CO
H2

炉内温度

スラグ安定流下 と 高ガス化効率 の両立

高低

［上段部］

低い酸素状態にして

ガス化反応を促進

［下段部］

高い酸素状態で高温に

して、灰の溶融を促進

Coal    Char

Char + CO2 + H2O    CO + H2

Coal + O2 CO2 + H2O
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EAGLE 酸素吹ガス化技術の開発

HYCOL パイロット試験
(サンシャイン計画)

(1991～1993 / 袖ヶ浦)

EAGLE パイロット試験
(2002～2013/若松)

大崎クールジェン実証試験
( 2016～ / 大崎)

1,180t-coal/day

150t-coal/day

50t-coal/day
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EAGLEパイロット試験
規 模： 石炭使用量 150 ｔ/日
試験運転： 2002～2014年度
試験内容： 酸素吹石炭ガス化及びCO2分離回収技術のパイロット試験

世界最高レベルの石炭ガス化効率(82%)を達成

大崎クールジェンプロジェクト
規 模 ： 石炭使用量 1,180 ｔ/日級（発電出力166MW級）
試験運転 ： 2017年3月 実証試験開始
試験内容 ：
○第1段階・・・酸素吹石炭ガス化複合発電(IGCC)の実証
→商用機で発電端効率57%（LHV）達成の見通しを得た
→再エネ拡大下で「調整力」となるガス火力同等以上の運用性を確認
○第2段階・・・CO2分離・回収型酸素吹IGCCの実証
○第3段階・・・CO2分離・回収型IGFCの実証

Jパワー若松研究所（北九州市）

今後のスケジュール
ガス化炉

空気分離装置

複合発電設備

ガス精製設備

発電所全景

大崎クールジェンプロジェクトの概要

設置エリア
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カーボンリサイクル実証例

大崎クールジェン（IGCC＋CO2回収プロセス実証設備）

吸収塔高さ：約42m
COシフト反応プロセス

CO2回収プロセス

回収CO2利用検討例（農業利用）
2019年4月撮影

IGCCから回収したCO2で、農業用温室内の炭酸ガス濃
度を高め、作物の成長を促進することで農業の生産性を
向上させる

【スケジュール】
2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度
年 度

第1段階

酸素吹IGCC実証
カーボンリサイクル実証

（検討中）
設計・製作・据付

実証
試験

■大崎クールジェン・カーボンリサイクル実証計画の概要

【事業主体】 大崎クールジェン株式会社（J-POWER50%・中国電力50％）
【設備概要】 液化炭酸製造設備 5トン/日

液化炭酸貯蔵設備容量 100トン
出荷設備 5トン/回

✓ 大崎クールジェン第2段階を延長し、大崎クールジェンで回収したCO2の
液化・輸送・利用によるカーボンリサイクル実証を行う
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EAGLE酸素吹ガス化技術の多用途利用

合成燃料・化学製品
GTL（液体燃料）

DME（ジメチルエーテル）
シフト反応器

CO2分離

CO2貯留

高効率発電
IGCC IGFC

排熱回収ボイラ

GT ST

燃料電池

AC

帯水層

炭 層

CO2

水素製造

Gas Clean Up

空気分離装置

石炭

石炭ガス化炉

酸素

合成プロセス

H2

EOR,EGR（石油・ガス増進回収）

シフト反応

CO ＋ H2O ⇒ 
CO2 ＋ H2

（触媒）

✓ 酸素吹ガス化技術は、発電分野を含む幅広い産業分野に展開が可能
✓ プロダクトの市場規模が大きいため、量産効果で加速度的な普及拡大も期待

EAGLE : coal Energy Application for Gas, Liquid and Electricity
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４．未利用褐炭由来水素大規模海上輸送サプライチェーン構築
実証事業（HESCプロジェクト）
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Hydrogen Energy Supply Chain Project  

*During Pilot Test Phase 
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石炭種別の埋蔵量分布

✓ ガス化炉に適する石炭*は世界各地に広く分布

* 燃料比が低く、灰溶融点が低い石炭 23
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水素製造方法の地域別オプション – オーストラリアの例 -
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Loy Yang

Latrobe Valley Yallourn

Morwell

Loy Yang
Power Station

豪州褐炭炭鉱の場所

ガス化炉建設場所
（メルボルンから

約180km）
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Loy Yang 炭鉱切羽
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褐炭ガス化炉・水素製造設備完成予想図

前処理
乾燥設備

ガス化設備

ガス精製・
水素製造設備

提供：HySTRA
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建設状況

（左が褐炭前処理装置建屋、右がガス化炉建屋）

現地の建設状況（3月）
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実証事業パイロットフェーズ主要工程

2019年度*) 2020年度*)

主な
工程

機器製作、輸送
・褐炭前処理設備
・ガス化炉設備
・ガス精製設備
・周辺機器など

土木工事・建設工事・試運転

豪州でのDF炉ガス化実証試験
＠1t-dry coal/day炉

*) 日本の年度

若松EAGLE炉適合性試験
＠10t-dry coal/day EAGLE炉
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５．HESCプロジェクト後の予定
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Process Development Unit
(1981～1985 / 勝田)

HYCOL パイロット試験
(1991～1993 / 袖ケ浦)

EAGLE パイロット試験
(2002～2013 / 若松)

大崎クールジェン実証試験
(2016～ / 大崎)

若松 EAGLE II

豪州ビクトリア州

10 t-coal/d
(20 t-coal/d)

@0.5MPa

1 t-coal/d
(2 t-coal/d)

0.5 t-coal/d

50 t-coal/d
@3.0 MPa

150 t-coal/d  
@2.5MPa 

1,180 t-coal/d 170 t-H2/d

≒

石炭処理量は異なるが、
ガス化圧力を下げて、
炉径を同じとしている。

褐炭ガス化技術確立を行うことで、
経験則を用いて170t-H2/d 級の
ガス化炉まで見通すことができる。

**石炭処理量は、
乾燥炭ベース
()内は湿炭ベース

商用化のための検討（ガス化炉のスケールアップ）
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Source) Victorian Government 

商用化のための検討（CCSプロジェクトとの連携）

✓ 石炭から“CO2フリー水素”を製造するには、CCSが必須
✓ 豪州政府主導で、炭鉱近辺にCarbonNetというCCSプロジェクト

（2020年試験注入予定）を推進中
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参考資料
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N2

LN2

Tank
LO2

Tank

Evaporator Evaporator

Feed
Hopper

RV

Gasifier

Burner

Cyclone

Filter

Backwash 
Tank

Cooler

Hopper
Water Pot

Incinerator

LPG
Air

LCO2

Tank

Evaporator

Coal
Bunker

Vertical Roller Mill

WGS
Reactor

Steam

Cl/H2S 
Remover

PSA1 PSA2

Heater Heater

Knock-out Drum

Waste Water

Off-gas

Comp.

to SC-3
(Gas Trailer)

Buffer
Tank

褐炭前処理設備

ガス精製・
水素製造設備

ガス化設備

褐炭ガス化・水素製造設備の全体フロー図
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オーストラリア・ビクトリア州の天然ガスパイプライン

Source: Victorian Gas Planning Report (March 2019)
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